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研究概要 

 2010 年度は、概ね年度当初に提出した研究計画に従う次の 3 つの観点からなされた。 

 第 1 に、J・ハーバマスが提起するような書物が形成する公共圏という想定について、そ

れを現代の情報メディア環境下における公共圏（の形成可能性）との比較という観点から、

批判的に再考した。特に論文 1 では、I・カントの書物観に着目し、彼が書物を「精神であ

る言葉」と「身体としての支持体」を備えた、幾分か抽象的な「人間」として扱っている

ことを論証し、そのような書物＝人間同士が行き交う公共圏が競覇的な性格を持つことを

明らかにした。 

 第 2 に、19 世紀末西洋において出現した「テレパシー」という想像力について、精神分

析学の創始者 S・フロイトが残した諸論考を通覧し、それらの論考と彼の理論変遷との間の

連関を論証した。論文 2 では、彼の理論変遷が、現代社会のメディア環境を論じるための

一つの範例的なモデルとして解釈できることも、併せて論じた。 

 第 3 に、東アジア・東南アジア諸国における情報化について、特に低所得者層に位置す

る人々のインターネット利用に焦点をあて、各国のインターネットカフェのマッピング調

査およびインタビュー調査を実施した。成果としては、国際学会・シンポジウムでの報告

を 2 度行い、報告 1 では日本、中国（北京・上海・香港）、韓国、台湾、シンガポール、タ

イ、フィリピンにおけるインターネットカフェ利用の概略を示し、報告 2 では、日本、香

港、シンガポールというアジアの中でも有数のインターネット先進国におけるインターネ

ットカフェ利用とそこで醸成される規範意識を明らかにした。 
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